
市浦小学校いじめ防止基本方針 

令和８年４月　 

 

 

１  いじめとは 

　当該児童に対して、当該児童と一定の人間関係のある他の児童が行う心理的又は物理的な影

響を与える行為（けんかやふざけあい、インターネットを通じて行われるものを含む）であっ

て、当該行為の対象となった児童が心身の苦痛を感じているものをいう。起こった場所は、学

校の内外を問わない。 

 

 

２　いじめ防止に向けた学校の方針 

いじめをしない、させない、許さない、見過ごさない 

（１）　いじめに関する児童の理解を深め、いじめを生まない・許さない態度を養う。 

（２）　いじめられた児童が安心して学校生活を送ることができるよう組織的に守る。 

（３）　情報の共有化や共通認識による指導の徹底を基盤に、学校が一丸となって組織的に取

り組む。 

（４）　保護者・地域住民・関係機関と連携して取り組む。 

 

 

３　学校における取組 

（１）　組織等の設置【別表１】 

ア　いじめ防止対策委員会 

・いじめの相談、通報の窓口となる 

・いじめの早期発見に努める 

・いじめの疑いに関する情報や問題行動等に係る情報の収集、記録等 

 

イ　緊急いじめ対策委員会 

・いじめを受けた児童の心身に影響を及ぼす事案に対する対応 

・他機関との連携が必要ないじめ事案に対する対応 

 

（２）　学校における具体的な取組 

ア　未然防止のための取組 

１　学校の努力目標の一つに「きまりを守り　相手を思いやる子」を掲げ、いじめを許

さない態度を養うこと、見過ごさないことに組織的に取り組む。 

２　児童の豊かな情操と道徳心を培い、心の通うコミュニケーション能力の素地を養う

ため、全ての教育活動を通じた道徳教育及び体験活動等の充実を図る。 

３　児童の自発的な活動を支える委員会活動、及び児童会集会活動の充実を図る。 

４　自己有用感を高める体験的活動の充実を図る。 

５　インターネットを通じて行われるいじめ防止のための啓発活動（情報モラル研修会

等）を行う。 



６　いじめ防止対策のための具体的な指導内容のプログラム化を図る。 

イ　早期発見のための取組 

１  いじめ調査等 

　　いじめを早期に発見するため、児童対象いじめアンケートを毎月行い、必要に応じ

て、学級担任による児童からの聞き取り調査を行う。 

２  いじめ相談体制 

　　児童及び保護者がいじめに係る相談を行うことができるよう相談体制の整備を行

う。 

３  教職員の資質向上 

いじめの防止等に関する研修を年間計画に位置付け、実施する｡ 

４　いじめの適切な対処等のあり方についてマニュアルを定める。【別表２・３】 

 

ウ　いじめに対する早期対応・措置 

１  いじめに係る相談を受けた場合は、速やかに事実の有無の確認を行う。 

２  いじめの事実が確認された場合は、いじめをやめさせ、その再発を防止するため、

いじめを受けた児童・保護者に対する支援と、いじめを行った児童への指導とその保

護者への助言を継続的に行う。 

３  いじめを受けた児童が安心して教育を受けられると認められるまでは、保護者と連

携を図りながら一定期間、別室等において学習を行わせる措置を講ずる。 

　　また、いじめの解消には、「いじめに係る行為が３ヶ月以上やんでいること」、

「いじめを受けた児童が心身の苦痛を感じていないこと」の２つの要件が満たされる

ことが必要である。 

４  いじめの関係者間における争いを生じさせないよう、いじめの事案に係る情報を関

係保護者と共有するための必要な措置を講ずる。 

５  犯罪行為として取り扱われるべきいじめについては、教育委員会及び所轄警察署等

と連携して対処する。 

 

エ　重大事案への対応 

１　重大事態が発生した旨を、五所川原市教育委員会に速やかに報告する。 

２  教育委員会と協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。 

３　上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施する。 

４　上記調査結果については、いじめを受けた児童・保護者に対し、事実関係その他の

必要な情報を適切に提供する。 

 

オ　評価及び見直しについて 

１　随時、基本方針を見直し、より実効性のあるものにしていく。 

 

カ　保護者、地域への情報発信と連携 

１　年度最初の参観日を通じて、いじめ防止基本方針やいじめ防止の取組状況等につい

て説明する。 

２　学校評議員の活用により、いじめの問題等、学校が抱える課題について共有し地域

ぐるみで解決する仕組みを整える。 

 



いじめ防止プログラム（年間指導計画） 

 

  ○上記以外に年間を通して行うもの 
・観察児童の様子や他児童の情報交換（いじめ防止対策委員会・特別支援教育推進委員会・職員会議） 
・登校時のあいさつ運動への指導 
・スクールカウンセラーによる児童への面談（全児童） 
・学級活動等の時間を活用してのインターネットの危険やモラルについての指導 
・地域社会や集団の中で、様々な人々との触れ合いを通してのコミュニケーション能力の育成（シジ

ミ学習、幼保小交流学習 等) 
・小・中併置校の特色を生かした教育活動（授業づくりや集団づくり） 

①小・中合同の【学習のきまり】と【生活のきまり】 
（学習の５つの約束、生活のきまり、しうらっ子の約束） 

　　　②中学校教員による、小学校への出前授業 
　　　③小・中合同の学校行事（運動会、学校祭、地域祭り「相内虫送り」への参加、中体連壮行式 等）

 学期 月 いじめ防止等対策委員会(教職員の取り組み) 防止対策等(保護者・児童対象)

 

１
学
期

４
月

○第１回いじめ防止対策委員会 
・いじめ防止基本方針についての検討 
・いじめ対策に関わる共通理解 
・昨年度の観察児童の確認及び新年度の様子

等

・学校のいじめ等問題行動に対する方針の保

護者への説明（参観日） 
・スタートカリキュラム（１年生） 
・あいさつ強化週間 
・いじめアンケート調査（毎月実施）

 
５
月

○第２回いじめ防止対策委員会 
・みんなの学校生活アンケート内容の検討 
・教育相談の取組内容の検討

・みんなの学校生活アンケートの実施 
・小・中合同運動会 
・「相内虫送り」小・中合同練習、祭り参加

 ６

月

○第３回いじめ防止対策委員会 
・教育相談後の情報交換

・教育相談の実施 
・中体連壮行式への参加

 
７
月

○夏季休業前の全体指導 
○第４回いじめ防止対策委員会 
・１学期取組の反省と２学期の検討

・保護者面談 

 

２

学
期

８

月

○第５回いじめ防止対策委員会 
・支援を要する児童についての共通理解

・あいさつ強化週間 

 ９
月

○第６回いじめ防止対策委員会 
・夏季休業中の児童について

 10

月

○第７回いじめ防止対策委員会 
・教育相談の取組内容の検討

・みんなの学校生活アンケートの実施 
・学校祭（小・中合同）

 11

月

○第８回いじめ防止対策委員会 
・教育相談実施後の情報交換

・教育相談の実施 

 
12
月

○冬季休業前の全体指導 
○第９回いじめ防止対策委員会 
・２学期取組の反省と３学期の検討

 

 

３
学
期

１
月

○第１０回いじめ防止対策委員会 
・冬季休業中の児童について

・あいさつ強化週間 

 
２
月

○第１１回いじめ防止対策委員会 
・今年度の観察児童について 
○市浦中学校との情報交換

 
３
月

○第１２回いじめ防止対策委員会 
・本年度のまとめ 
・来年度の課題検討・見直し

・６年生を送る会 

 



 【別表１】

 

 いじめ問題の対策組織
 

重大事態発生時いじめ対策委員会
 

 

（ 、 ） 諸関係機関 ・警察・児童相談所・ＳＣ等 人選及び委嘱は 市教委

 

 要請                                      
 

・学校教育課長　・生徒指導担当指導主事等 五所川原市教育委員会    
 

 要請                                      
 

緊急いじめ対策委員会 

 
 

平常時のメンバーに学級担任、養護教諭を加える

(平常時)いじめ防止対策委員会

校長・教頭・教務・生徒指導主任

 要請                                        

・保護者・地域民生児童委員・ＰＴＡ会長・学校評議員等

 　（人選及び委嘱は、校長）                                            

  五所川原市における重大事態とは

 　１　「生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑い」に該当する場合 
 　　　・児童生徒が自殺を企図した場合 
 　　　・身体に重大な損害を負った場合 

 　　　・金品等に重大な被害を被った場合 
 　　　・精神性の疾患等を発症した場合 

 　２　「相当の期間（年間 日を目安）学校を欠席することを余儀なくされている 30
 　　　　疑い」に該当する場合 

 　３　２に準ずる事態で市教委及び学校が重大事態だと判断する場合 
  　４　児童生徒や保護者から、いじめにより重大な被害が生じたという申立てがあ

 　　　ったとき

 



 【別表２】
 

 いじめの未然防止、早期発見、早期対応等に関する取り組み
 
 
 

 １　学校全体での取り組み

児童にかかわること 保護者にかかわること

○世の中にはいろいろな考えをもって ○自分の物や他人の物を大切に扱う①いじめ未
 　然防止に いる人がいることを理解させる （道 ように育てる。。

  　関するこ 徳・特活・総合）
○学級活動等の時間を活用して、イン ○携帯電話等やインターネットを使　と

 ターネットの危険やモラルについて うルール作りを行う。
指導する。 ○友達の気持ちを踏みにじったり傷 

○いじめは相手の人権を侵害する行為 つけたりすることの重大さを日頃
 であり、決して許されないことを理 から子供に伝える。

解させるよう、人権教育と道徳教育 ○地域での様々な体験を通して、集
の充実を図る。 団の一員としての自覚や自信を育 

○正しい判断力（自己指導能力）を身 ませる。
 に付けさせる （道徳・特活・総合）。
。○進んで奉仕体験活動に取り組ませる

○児童が普段から離れて一人で行動し ○子供との会話をできるだけ多くす②いじめの
  　早期発見 ている時は、声をかけて話を聞く。 る。

 　に関する ○個人面談やアンケートを実施したり ○服装等の汚れや乱れに気を配る。、
休み時間や放課後等を利用したりし ○子供の持ち物に気を配り、無くな　こと
て、児童から情報を収集する。 ったり、増えたりしていないか観 

 ○いじめ相談電話等、いじめ相談窓口 察する。
を周知する。 ○悩みは何でも親に相談できるよう 

 ○上履き、机、椅子、学用品、掲示物 な雰囲気を 普段から作っておく、 。
等にいたずらがあったら直ぐに対応
し、原因を明らかにする。

○本人や周辺からの聞き取りを重視し ○我が子を守り抜く姿勢を見せ、子③ い   、
身体的・精神的被害について的確に 供の話に耳を傾け、事実や心情をい １ じ   

     じ め 把握し、迅速に初期対応をする。 聞くようにする。
○休み時間や登下校の際も教師による ○いじめの問題解決に向けた学校のめ 暴 ら   
見回りを行い、被害が継続しない体 方針への理解を求め、協力してもの 力 れ   

     早 を た 制を整える。 らう。
   期 伴 側 ○いじめの理由や背景を突き止め、根

本的な解決を図る。対 う 
応 い 

○いじめは「絶対に許さない」という ○学校は、いじめられた子供を守るに じ   
毅然とした態度で臨み、事実を確認 ことを第一に考えた対応をとるこ関 め い   

     す の じ し、いじめを止めさせる。 とを伝える。
○いじめの理由や背景を突き止め、根 ○事実を冷静に確認し、我が子の言る 場 め   

     こ 合 た 本的な解決を図る。 い分を十分に聞くようにする。
○カウンセラー、教育相談、児童相談 ○被害児童、保護者に対して、適切と 側 
所、警察等、関係諸機関と連携をと な対応（謝罪等）をするように伝
る。 える。

 
 
 
 



○本人や周辺からの聞き取りを重視し ○我が子を守り抜く姿勢を子供に見  　 い 、
    　 じ 精神的被害について的確に把握し、 せるように伝える。
     ２ め 迅速に初期対応をする。

○休み時間や登下校の際も教師による ○いじめの問題解決に向けた学校の　 ら  
見回りを行い、被害が継続しない体 方針への理解を求め、協力しても　 暴 れ  

     　 力 た 制を整える。 らう。
   を 側 ○いじめの理由や背景を突き止め、根

本的な解決を図る。  伴
  わ

○いじめは「絶対に許さない」という ○学校は、いじめられた子供を守る   な
毅然とした態度で臨み、事実を確認 ことを第一に考えた対応をとるこ③ い い   

     場 じ し、いじめを止めさせる。 とを伝える。
○いじめの理由や背景を突き止め、根 ○事実を冷静に確認し、我が子の言い 合 め   

    じ た 本的な解決を図る。 い分を十分に聞くようにする。
○カウンセラー、教育相談等、関係諸 ○被害児童、保護者に対して、適切め 側  
機関と連携をとる。 な対応（謝罪等）をするように伝の 

える。早 
 期

○つらく苦しい気持ちに共感し 「いじ ○我が子を守り抜く姿勢を子供に見対 い   、
     応 ３ じ めから全力で守ること を約束する せるように伝える。」 。
    に め ○本人や周辺からの聞き取りを重視し、
    関 行 ら 精神的なダメージについて的確に把
     す 為 れ 握し、迅速に初期対応をする。

○いじめの理由や背景を突き止め、根 ○いじめの問題解決に向けた学校のる が た   
本的な解決を図る。 方針への理解を求め、協力してもこ 見 側  

らう。と え  
  に

○いじめは「絶対に許さない」という ○学校は、いじめられた子供を守る   く い
毅然とした態度で臨み、事実を確認 ことを第一に考えた対応をとるこ   い じ

    場 め し、いじめを止めさせる。 とを伝える。
○いじめの理由や背景を突き止め、根 ○事実を冷静に確認し、我が子の言合 た 
本的な解決を図る。 い分を十分に聞くようにする。側

○傍観することは、いじめに荷担する ○いじめに気付いた時、傍観者とな直 
ことと同じであることを考えさせ、 らず、助ける側の態度をとること接 

  関 いじめられた児童の苦しみを理解さ ができるような子供に育てる。
せる。 ○いじめに対する考え方を理解して係  

○友達の言いなりにならず、自らの意 もらい、どんな場合でもいじめるな 
志で行動することの大切さに気付か 側や傍観者になってはならないとい 

。者 せる。 いう気持ちを育てるように伝える

 
 ２　家庭・地域との連携

○自分の子供に関心をもち、子供の寂しさやストレスに気付くことのできる 
  親になれるよう啓発する。                                         

○ダメな時は「叱ることのできる親に 、頑張った時は「褒めることのできる① 家庭での 」
  取り組み 親に」を合い言葉に、意識させる。

、 。○携帯電話等やパソコンを使うルールを 保護者と本人で話し合って決める

○子供たちを「地域の宝」として育てる意識をもち、子供たちに地域から守 
 ② 地域での られているという安心感をもたせる。

○子供たちと顔見知りになるために、子供たちと出会った時は、挨拶や声か取り組み 
 けをお願いする。                                         

○公園や遊び場などで、子供が困っている場面を見かけたら、積極的に声を
                                         かけていただく。



【別表３】 

                                                                                

 
いじめ対応フローチャート(平常時)

 学校いじめ防止基本方針作成及び組織体制整備

 
いじめを生まない 

土壌づくり･人づくり
早期発見 早期解決の対応

いじめ問題に取り組む

体制の整備

 
心を育む教育の充実 

いじめ防止の取組

観察・情報収集の強化 

いじめ等相談体制の強化

保護者との連携の強化 

関係機関との連携の強化

平常時いじめ対策委員会 

年間計画の作成

 
 説明

保護者 地域  理解

 
 いじめ未然防止対策

 ①　いじめを許さない毅然とした指導の展開 

②　生命尊重についての指導の強化（道徳・学級指導を核に） 

③　人権教育の徹底 

④　いじめ防止についての現職教育 

⑤　対策方針や指導の見直しの保護者・地域住民への公開 

⑥　ＰＴＡ向けの研修会の実施

 

 
いじめ早期発見対策

 
行動観察 児童の教育相談等 保護者の教育相談等 諸関係機関との連携

 学校内外での児童の

行動観察(休み時間・

登下校時)

定期的な児童の「相

談アンケート」と「教

育相談」の実施

参観日や必要に応じ

ての、保護者との面談

の実施

諸関係機関や地域の

有志との連携

 

 
いじめ防止対策委員会（校長・教頭・教務主任・生徒指導主任）

 
全教職員での情報交換と共通した指導についての確認（共通理解・共通対策）

 

 
対策方針や指導の重点化・見直し 評価と情報公開



いじめに発展する可能性のある事案の把握・
いじめの把握

（日常の観察・アンケート・教育相談、周囲
児童の訴え等の情報）

重大事態（事故・事件等）の発生・発見

　　１　情報を得た教職員
　　２　学級担任に報告
　　３　生徒指導主任に報告
　　４　校長（教頭）に報告

※迅速に校長（教頭）に報告

　１　情報を得た教職員
　２　学級担任に報告
　３　生徒指導主任に報告
　４　校長（教頭）に報告（順番を問わず迅速に）
　　　　　　↓

市教育委員会へ報告（至急）

いじめ発生時対策委員会（緊急いじ
め対策委員会）の設置
※校長、教頭、教務主任、生徒指導主

任、学級担任、養護教諭

重大事態時対策委員会の設置  （調査主体を決定）
※専門的知識及び経験を有する、人間関係・利害関係をもた

ない第三者を加える

学校の下に調査組織設置

調査結果は市教委へ報告

校 長
 
市 教 委
 
教 頭 等
 
生徒主任
各教職員

すべての事案の意
思決定
関わる関係機関へ
の要請
対外的窓口・協議
会進行

教職員の動向調整
児童への対応

市教委の下に調査組織設置

調査結果は市長へ報告

教 育 長
 
市 教 委
 

学校教育
課長 
校 長
 
教 頭
生徒主任
各教職員

すべての事案の意思
決定

関わる関係機関への
要請

対外的窓口・協議会
進行

主体の判断を受けて
の指示
教職員の動向調整
校長・教頭の補佐
児童への対応

○報告・共通理解
○調査方針・調査班編成・   
迅速な事実確認の把握

○対応方針の決定・対応体
制の編成

○関係児童及び保護者に適
切な情報提供
＜学校のみで対応＞
→事後、市教委へ報告　　　　　　　　　
＜支援要請の場合＞
→市教委へ随時報告・助言

収束後も、いじめが繰り返されないように全職員で対応

全教職員で方針の共通理解（職員会議）

被害及び加害児童への対応
周囲児童へ対応 
保護者及び関係機関への対応 
※【別表２】参照
※複数職員での対応と記録

○全教職員・市教委・専門家で情報の
共有と対応の確認

○いじめ解消に向けた対応・拡散防止
に向けた対応

○解消継続指導（全教職員で情報の共有化・「報告・連絡・相談」の徹底）
○経過の報告・対応策についての共通理解

問題の背景分析　　再発防止の取組
報告書の作成　　　関係機関との継続的な連携

いじめ対応フローチャート（いじめ把握時及び重大事態発生時）

＜いじめ把握時＞ ＜重大事態発生時＞


